
＜例＞【自治基本条例進捗状況調査シート 第６章 市政運営】 ※R5 年度以降の取組状況や課題・問題点等や修正箇所は、赤字で追記してください。             資料②－２  
 

条  文 条 文 解 説 主な取組状況（進捗状況や成果） 取組における課題・問題点等 関連する各条例の運用状況

（今回の調査から追加） 

前回の見直し時の推進委員会

での意 見 

意見に対する対応 

（対応していない場合はその理由） 

条文・条文解説で変更が 

必要と思われる箇所 

（まちづくり参画における

市の責務） 
第１８条 市は、まちづくり

を行う市民の自主的、自立

的な活動を尊重するととも

に、国籍、民族、性別、年

齢、社会的又は経済的環境

等にかかわらず、多様な主

体がまちづくりに果たす役

割を重視し、人づくりの推

進や権利の保障、拡大に努

めなければならない。 
２ 市は、企画立案、実施及

び評価のそれぞれの過程に

おいて、市民参画の拡充に

努めなければならない。 
 

【解説】 
＜第１項＞ 
まちづくりは、自主性及び自立

性が尊重されるものであり、市

として、人づくりの推進や権利

の保障、拡大に努めることを規

定しています。また、国籍、民

族、性別、年齢、社会的又は経

済的環境等への配慮を市の責

務としています。 
＜第２項＞ 
更に、行政運営の企画立案、実

施及び評価について、それぞれ

の過程における市民参画につ

いて定めています。 
 

（総務課） 
■審議会等の公募市民無作為抽出型

登録制度 
 市政への市民参画の機会を創出し、

多様な市民の意見等を市政に反映さ

せるため、審議会等の公募市民の無作

為抽出による登録制度を実施してい

る。 
 市民協働・人権、子育て・教育、環

境・ごみ減量化、福祉・健康・医療、

行政経営・防災、生涯学習・スポーツ、

景観・まちづくり、産業・環境の8分

野に合計 284 名に市民に登録いただ

いた。 
 平成 25 年度は、8 つの審議会等で

当制度を活用し、合計 19 名の公募市

民を選出した。 
 
■市民政策提案制度 
市民から、市政に関することや地域

の課題などについての創意工夫ある

アイデア等を募集する制度。市民の問

題意識に即した事業を実施するとと

もに、まちづくりに対する市民の当事

者意識を醸成することを目的として

いる。 
1「市民が市に自発的に提案を行う方

法」 
・提案者の要件 
市内に在住、在勤、在学する者 10

名以上の署名が必要 
・提案できる内容 
市民サービスの向上につながるも

の・生駒市の活性化に関わるもの・

経費の節減、収入の増加、事務能率

の向上など市政運営の改善に役立

つもの・その他、まちづくりに関す

るもの 
2．「市が市民に政策の提案を求める方

法」 
 市が必要に応じて、提案を求める政

策等の目的、提案者の要件、提案でき

る内容等、提案に必要な事項を公表し

た上で、市が求める趣旨に合致した提

案を募集する。 
平成26年4月時点で2件の応募があ

 
・多くの方に登録いただいてい

るが、登録期間である2年の間、

一度も公募市民として審議会等

に参加していただけない場合が

ある。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・一定数の市民の総意に基づく

提案をより多くの市民に提出い

ただくため、10名以上の連署が

必要であると定めているが、こ

の人数が妥当な要件であるか、

今後検証が必要である。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

・生駒市人権擁護に関する条

例 

 

・生駒市男女共同参画推進条

例 

・公募市民、一部事業に係る

ワークショップだけでなく、

より市民が参画でき、討議や

意見の把握ができる方法を検

討・実施していく必要がある

と考えます。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 


